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インフルエンザウイルスは 
NLRP3インフラマゾームを活性化するか？
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まとめ


１．インフルエンザウイルスRNAは、インフラマゾームを活性化しない 
２．インフルエンザウイルスのM2タンパク質は、そのH+ channel活性により、ゴル
ジ体から細胞質へのion fluxを起こしてインフラマゾームを活性化している 

３．TLR7やRIG-IがインフルエンザウイルスのRNAを認識しているのに対して、 
　　インフラマゾームはウイルス感染による細胞内のイオンバランスの変化を認識
している可能性がある
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